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1．ピンホールコリメータの検出能

○松本　政典　　金子　輝夫　　安永　忠正

　立志　公和

　　　　　　　（熊大・放）

　口径3．2mm，4．6mm，7．4mmの3種のピンホ

ー
ルコリメー一一一タを作製し，99mTcおよび1311のγ線

に対して，それらの性能を比較検討した．

　各ピンホール間の感度の比は，口径から計算す

ると1：2．1：5．4となるが，実測値は99mTcに対

して1：2．O：5．1，1311に対して1：1．5：2．8で

あった．1311の場合はγ線の透過のため理論値と

の間に大きな差がみられた．これより有効口径を

計算すると，99mTcの場合は幾何学的口径とよく

一致したが，1311の場合はそれぞれ4．9mm（約1．5

倍），5．9mm（約1．3倍），8．1mm（約1．1倍）と

なった．

　感度均一性は3種のピンホールともほぼ同様の

傾向を示し，シンチレータの中心部で最も高く，

周辺部にいくに従って低下した．有効部分を最高

感度の80％までとするとシンチレータ面で直径約

15cmであった．

　シンチレータ中心付近の位置分解能（FWHM）

は，コリメータから5cmの距離で99mTcのγ線

に対してそれぞれ4．1，5．5，8．5mmで，1311に対

してそれぞれ6．5，7．7，10．6mmであり，10cm

の距離で9gmTcに対して5．6，6．9，10．1mm，1311

に対して8．5，9．5，12．9mmであり，20cmの距

離でそれぞれ10．O，11．1，14．6，12．1，13．6，

16．8mmであった．位置分解能の優劣は有効口径

の大小と一致した．

2．膵臓の深度測定に関する基礎的検討

○石神　譜一　松本　政典　藤村　憲治

　安永　忠正　片山　健志

　　　　　　　（熊大・放）

　RIを用いての臓器深度測定に関する研究は従

来甲状腺について2，3の方法が報告されている

に過ぎない．今回，私どもは膵臓の深度測定法と

して75Seのγ線エネルギーのうち140と270KeV

を用い，その計数率比による深度測定法の可能性

について検討を行ったので報告する．

　方法は約2．51の水槽中で22μCi／55mlの膵ファ

ントームを移動させ，東芝製γカメラおよびデー

タ処理装置（USC－1）を用いて測定した．

　結果：水深に対する140と270KeVの減弱曲線

と計数率比との関係を求めると，水深に逆比例し

た曲線が得られる．次にこれ等の曲線に対するバ

ックグランドの影響を検討するために，水槽に

75Seを4，8，12，16μCi／1あてそれぞれ添加す

ると，両曲線の勾配はその濃度に応じて著明に移

動することが分かった．

　次に膵の計i数率に対する肝臓の影響を検討する

ために，50μCi／250mlの長方形のファントームを

水深2cmに固定し，直接線および散乱線の影響

について検討した．線源の最高部を100としてパ

ー セントで示すと，270KeV（20％）では3cmの

距離で1％前後であったのに対し，140KeVでは

（ウインド幅10および15％），　5cmでそれぞれ

2．6，3．1％であり，8cmでO．9，1．1％であった．

　以上より75Seの計数率比を用いての膵深度測定

はバックグランドにより著明な影響を受け，また

肝臓からの直接線，散乱線の影響も無視できない

ことが分かった．

3．　ガンマ・カメラ測定値の定量的評価の検討

○金子　輝夫　　松本　政典

　　　　（熊大・放）

　ガンマ・カメラによる測定値を定量的に評価す

るに必要な事項について検討を行った．平行型コ

リメータに密着して厚さ20cmのアクリル樹脂板

をおき，点線源として1311をもちいて感度曲線を
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